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Development of Teaching Materials Using Public Statistical Data in 
Information Science, Civics and Other Courses at Senior High Schools
In this research, teaching materials using public statistical data for 
project-based learning in Information Science and Civics courses 
were developed. These materials can be used for searching original 
public statistical data on the web and for processing, representing, 
analyzing and considering the data by a spreadsheet application. The 
four materials that were developed are “Population Pyramid” from the 
census, “Histogram of Household Distinction by Average Real Income 
Class” from the national survey of family income and expenditure, 
“Histogram of Household Distinction by Amount of Savings” from 
the family income and expenditure survey, and “Graph of Importing 
Countries and Degree of Crude Oil” from the survey of petroleum. 
Students can study about searching, processing, representing, analyzing 
and considering original data by using these materials. Students can 
also apply this experience to new problem-solving. The development 
of teaching materials with this method can apply to Commerce, 
Geography and History courses.
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北　星　論　集（経） 　第 56 巻　第２号（通巻第 71 号）
（1）原データの出所：
石油統計，統計表一覧，年報→平成26年（2014
年），年報（石油）　Excel
（2）URL:
http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/
sekiyuka/#menu2
（3）ダウンロードファイル名：
h2dhhpe2014k.xlsx
　経済産業省の「石油統計」には，年報の他，
月別，油種別の生産・輸入・国内販売・輸出・
在庫，地域毎の原油名別の数値なども掲載さ
れており，さらに踏み込んだ分析・考察が可
能である。
むすび
　本研究では，既にWebサイト，教科書及び
資料集に公表・掲載されているグラフの元と
なっている公的統計の原データを検索し，加
工・処理・表現・分析・考察する教材開発を
試みた。公的統計の原データからは，いずれ
も，最新の数値が得られることが確認できた。
　生徒が，課題（問題）解決学習に取り組む
場合，まず，現状・実態・実情はどうなって
いるのかを正確に把握する必要がある。その
ために，公的統計データの活用は有効であ
る。しかし，必要となる公的統計データの所
在・内容を把握することは，初学者にとって
容易なことではない。今回，開発した教材に
よって，既に公表・掲載されているグラフと
同じものを作成するという手法で，公的統計
データの検索・加工・処理・表現・分析・考
察という一連の過程を学習することが可能で
ある。この手法は，工学の分野で用いられて
いる「リバースエンジニアリング（Reverse 
Engineering）」と同じ考え方である。
　また，公的統計データがどのように作られ
ているのか，公的統計データの内容がどのよ
うに定義されているのかなど，統計に関する
基礎的な学習を付加することも可能である。
さらに，この手法及び学習過程は，公的統計
データが多く用いられている商業科や地理歴
史科にも応用することが可能である。
　今後，この「リバースエンジニアリング」
の手法に基づく学習過程のモデル化を進める
と同時に，「現代社会」，「政治・経済」及び
他教科の教科書・資料集などに掲載されてい
る図表に関する公的統計について，原データ
の検索，加工・処理・表現・分析・考察する
教材の開発，開発した教材に対する分析・考
察例の付加とWebサイトでの公開（10）を継
続していきたい。
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